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通期業績予想の上方修正に関するお知らせについて 

 

 当社は、2022 年５月 12 日に公表しました 2023 年３月期の連結業績予想に関して下記のとお

り上方修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 2023年３月期通期（2022年４月１日～2023年３月 31日）連結業績予想の修正 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

35,640 

百万円 

3,560 

百万円 

3,580 

百万円 

2,325 

円 銭 

26.58 

今回修正予想（Ｂ） 35,640 3,633 3,711 2,566 29.64 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 73 131 241 － 

増減率（％） 0 2.1 3.7 10.4 － 

（ご参考）前期実績 
（2022年３月期） 

34,373 3,344 3,358 2,279 26.06 

 

２．2023年３月期 連結業績予想の修正理由について 

2023年３月期第２四半期連結累計期間の業績を踏まえ、上方修正するものであります。 

（業績の詳細につきましては、本日開示いたしました「2023 年３月期第２四半期決算短信  

〔日本基準〕（連結）」をご参照ください。） 

 

当社の 2023 年３月期通期の連結業績予想におきましては、少子化の加速や新型コロナウイ

ルス感染症の影響により期初において受入児童の減少があったものの、「選ばれ続ける園・施

設づくり」として、デジタルを活用した園見学や英語・体操・リトミック・ダンスプログラム

の対応、幼児学習プログラムの拡充や近隣施設と連携したスイミング教室の展開など、様々な

対応を推進したことで、売上高においては当初の業績予想を見込んでおります。 

 

営業利益および経常利益においては、各施設での人員の再配置による効率的な運営や価格

高騰の抑制に向けた発注体制・運営オペレーションの見直し等、費用抑制を図ったことで、当

初の業績予想に対して営業利益 2.1%増、経常利益 3.7%増となる見込みです。 
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親会社株主に帰属する当期純利益においては、上記の効率的な運営体制の確立とともに、過

去に子育て支援事業の足掛かりとして土地・建物を保有して運営する保育園７園に関して、保

有するリスクを回避するため将来的な売却等を視野にオフバランス化を推進し、2023 年 3 月

期第 2四半期連結会計期間に１施設の固定資産（土地・建物）の売却による特別利益を計上し

たこと等により、当初の業績予想に対して 10.4%増となる見込みです。 

これらの取り組みは、今期のみならず来期に向けた収益改善ならびに受入児童の拡大への

対応でもあり、園見学者の増加など、各地域における「選ばれ続ける園・施設づくり」として、

成果をあげており来期以降の業績拡大に大きく影響するものと考えております。 

また、保護者の困りごとを捉えたフードビジネスや保育園で必要な備品の提供サービス、英

語に特化した新たな施設展開、子育てプラットフォーム「コドメル」のサービス機能拡充など、

既存事業と連携した新規事業の開発・運営により、持続的な成長につなげてまいります。 

なお、今後の業績動向につきましては引き続き注意深く見極めてまいります。 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

 

以上 

 


